
漢
数
字
表
記
に
つ
い
て
〔
縦
書
論
文
の
場
合
〕 

 

縦
書
き
本
文
中
に
お
い
て
使
用
す
る
数
字
は
、
漢
数
字
を
使
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
漢
数
字
の
表
記

法
は
、
標
準
的
な
左
記
の
表
記
法
を
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
た
だ
し
、
執
筆
者
が
個
々
に
「
十
方
式

（
十
、
百
、
千
を
入
れ
て
表
記
す
る
方
式
）」
、
あ
る
い
は
、「
一
方
式
（
漢
数
字
を
並
べ
て
表
記
す
る
方
式
）
」

の
い
ず
れ
か
の
表
記
法
を
採
用
す
る
こ
と
、
ま
た
い
ず
れ
か
の
表
記
法
に
よ
る
統
一
を
行
う
こ
と
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
引
用
文
中
も
こ
の
限
り
で
は
な
い
。 

 

一
、
単
位
語
は
、
万
、
憶
、
兆
を
入
れ
る
。 

 
 

例 

六
億
五
七
八
三
万
七
六
九
一
人 

二
、
概
数
な
ど
を
表
す
千
万
、
百
万
、
千
、
百
な
ど
の
位
で
終
っ
て
い
る
数
字
は
、
単
位
語
を
使
用
す

る
。 

例 

約
八
千
万
人 

八
百
万
人 
八
千
人 

 
 

三
、
三
桁
、
四
桁
の
数
字
で
、
ゼ
ロ
以
外
の
数
字
を
二
つ
以
上
含
む
と
き
は
、
単
位
語
を
入
れ
な
い
。 

 
 

例 

一
九
四
五
年 

二
五
〇
〇
枚 

六
五
三
件 

四
、
二
桁
の
数
字
に
は
、
十
を
入
れ
る
。 

例 

十
三
世
紀 
二
十
世
紀 

六
十
五
万
票 

五
、
小
数
点
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
中
黒
「
・
」
を
用
い
る
。 

六
、
熟
語
、
慣
用
の
決
ま
っ
た
語
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。 

 

例 

五
十
歩
百
歩 

千
夜
一
夜
物
語 

五
・
一
五
事
件 

（
以
上
は
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
編
『
標
準
編
集
必
携
』
の
漢
数
字
表
記
法
に
よ
る
。） 

 

＊
縦
書
き
図
表
中
、
お
よ
び
、
本
文
中
な
ど
で
数
値
を
列
挙
し
て
比
較
対
照
を
行
う
場
合
、
「
一
方
式
」
に

よ
る
表
記
の
統
一
を
可
と
す
る
。 

 

例 

Ａ
市
六
五
万
人
、
Ｂ
市
三
〇
〇
万
人
。 

Ｃ
村
、
一
〇
五
六
八
戸
、
Ｄ
村
、
二
八
三
七
戸
。 

 

＊
図
表
な
ど
の
横
書
き
文
中
、
並
び
に
、
本
文
中
に
お
い
て
直
接
、
欧
文
文
献
の
参
照
指
示
を
行
う
場
合

は
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
る
。 

例 
(M

arx, 1894, S.828.

） 
 ＊

見
出
し
語
は
、
漢
数
字
を
使
用
す
る
。 

 

例 

一
節 

二
節 

  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
一
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